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なかった．アユが溯上した際の魚道内流量は，約 4 L/s であった．この流量規模における，
アユの溯上経路となる水際付近の流速は，隔壁両端で約 50 cm/s であり，休憩箇所では約
10 cm/s であった． 
 設置試験時の倍となる約 8 L/s の流量を 2 号魚道内に流入させた際の，隔壁端の平均流速
は約 60 cm/s であり，設置試験時の流速値と大きな違いはなかった．本魚道は斜めの側壁を
有することから，ある程度流量が増加した場合でも，溯上経路となる水際部の流れは溯上可
能な状態に維持されると考えられる．ただし設置・撤去の安全性の観点から，本簡易魚道は
河川の増水の恐れがない期間に，迷入した遊泳魚を速やかに溯上させる暫定的手段として運
用されることが望ましい． 
 
 本研究では，魚道本体を堰軸に平行に設置することにより，魚道勾配を調整しやすく，溯
上入口を遊泳魚が集まりやすい越流堰直下に配置できる簡易魚道を開発した．良好な溯上環
境を速やかに創出する簡易魚道を，地域住民と協力して運用することにより，水系の溯上環
境を全体的に改善することが可能になると考えられる． 
  
